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あなたの想いを生かします
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令和４年度住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金（10 万円 /1 世帯）のご案内

●　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（１世帯あたり10万
円）は、住民税非課税世帯や令和4年１月以降に新型コロナウイルス
感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する給付金です。

●　給付金を受給するためには、手続きが必要です。

●　この給付金の受給は1回限りです。令和３年度に臨時特別給付金を受給
された方は支給対象外です。（追加で支給されるわけではありません）

１世帯あたり10万円 ・非課税世帯　　7月上旬（確認書要返送）
・家計急変世帯　随時（要申請）

給付金の支給額

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

給付金の支給時期

 ■ 支給対象と必要な手続き

世帯全員の令和４年度

「住民税が非課税」
の世帯

松川町から確認書が届きます
（3ヶ月以内に要返送）

※令和4年6月1日時点で、住民登録がある世帯が
対象です。松川町に住所のない方は、住民登録
のある市区町村から確認書が送付されます。

申請が必要です

申請期限：令和4年9月30日（金）
申請時点で住民登録のある市区町村に
申請してください。
※申請書は役場住民税務課窓口または町ホーム　
　ページで取得できます。

令和４年１月以降の
収入が減少し

「住民税非課税相当」
の収入となった世帯(家計急変世帯)

Ⅰ Ⅱ
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人のつながりを大切にします

●　対象となる世帯には、役場住民税務課から、給付内容や確認事項が書かれた確認書が
届きます。

●　中身を確認して、返信用封筒で返送していただくか、役場住民税務課（2番）窓口へ
直接お持ちください。

　　【確認事項】
 　　①記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないか
　　 ②世帯全員が住民税課税者の扶養親族ではないこと
　　 ③令和３年度住民税非課税世帯給付金を受給していないこと

※確認書裏面のチェックリストを参考に記入漏れがないか、ご返送前に今一度ご確認ください。

●　給付金を受け取るには、申請が必要です。

●　申請書に必要事項を記入して、添付書類とともに役場住民税務課（2番）窓口へ直接
または郵送でご提出ください。

！ 新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減少により給付を申請した場合、　
不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。

令和３年度住民税非課税世帯給付金確認書を受け取った方で期限までに手続きをしていない方
は、Ⅱ家計急変世帯での申請となります。
条件を確認し、必要書類を役場住民税務課（2番）窓口へ直接または郵送でご提出ください。
申請書は役場住民税務課窓口または町ホームページから取得できます。

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金窓口
住民税務課　課税係　0265-36-7046（直通）　受付時間　平日8:30～17:15

お問い
合わせ

※住民税非課税相当とは、
　世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和4年１月以降の任意の１か月収入×12倍）が市町村民税均等割非課

税水準以下であることを指します。
・住民税非課税となる年間給与収入の目安（松川町の場合）の例
　（例１）単身の場合：93万円以下
　（例２）母・子(1人)の場合：204.3万円以下
　あくまでも一例であり、目安について、詳しくは町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

 ■ 給付金の支給手続き

 Ⅰ　令和４年度住民税（均等割）が非課税の世帯

 Ⅱ　新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、　
 　　世帯全員が住民税非課税相当※となった世帯(家計急変世帯)

！



令和４年度の国民健康保険税が決定されました令和４年度の国民健康保険税が決定されました

令和４年度から未就学児の国民健康保険税が軽減されます令和４年度から未就学児の国民健康保険税が軽減されます
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　国民健康保険税とは、国民健康保険事業に要する保険給付等の費用にあてるために課税される税です。
①被保険者の属する世帯の「世帯主」が、納税義務者になります。
②世帯主が他の健康保険に加入していても、家族が国民健康保険に加入している場合は、世帯主が納税義務者

（擬制世帯主といいます）になります。
③国民健康保険税は３つの区分から構成されています。それぞれの区分の中で「所得割額」、「均等割額」、

「平等割額」の税率等を定めています。（表①、②）

　子育て世代の負担軽減を図るため、令和4年度分から未就学児（小学校入学前の子ども）の国民健康保険税の
均等割額（「医療給付費分」、「後期高齢者支援金分」）について2分の1に軽減されます。
　すでに世帯の総所得金額等の合計に応じた軽減措置（7・5・2割軽減）がされている世帯の未就学児は、軽減
後の均等割額の2分の1を減額します。
　なお、この軽減についての申請は不要です。

　国民健康保険税全般の詳細については、
　　　　　　　町のホームページをご覧ください。→　　　　　　　　　　　　　住民税務課　徴収係　☎36-7046

 ※表の下線部は、令和 3 年度と比べて、変更となった部分です。具体的には
　・「医療給付費分」の「均等割額」、「平等割額」が1,000円の増額
　・「医療給付費分」の課税限度額が20,000円の増額、「後期高齢者支援金分」の課税限度額が10,000円の増額
　　となっています。

表① 区分ごとの用途および課税対象者

目的・用途 課税対象者

医療給付費分 医療給付費の財源となります 国保加入者全員

後期高齢者支援金分 後期高齢者医療保険制度の支援に充てられます 国保加入者全員

介護納付金分 介護保険サービス費の財源となります 40歳以上65歳未満の国保加入者

表② 令和４年度の税率・税額

計算方法 医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

所得割額 前年の総所得金額　－　43万円　×　税率
　　　　　　　　 （住民税基礎控除額） 5.70％ 2.55％ 2.32％

均等割額 加入被保険者１人あたり 16,000円 9,200円 9,500円

平等割額 １世帯あたり 14,300円 7,800円 6,500円

課税限度額 650,000円 200,000円 170,000円



不法投棄は犯罪です
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住みよいまちをつくります

　町では、町内の巡回や、ポイ捨て防止のネットを設置するなど不法投棄を防止するための活動を実施しており
ます。しかしながら悪質な不法投棄は後を絶ちません。
　町内山林に以下の写真のような大量の生活ごみが捨てられていました。

◆不法投棄の禁止と罰則について
　ごみの不法投棄は犯罪行為で、 5 年以下の懲役もしくは1,000万円（法人は 3 億円）以下の罰金、またはその
両方といった厳しい罰則が科せられます。不法投棄されたごみは地域の景観を損なうほか、新たな不法投棄の
誘発や環境汚染の原因となります。

◆土地の所有者には管理責任があります。
　私有地にごみを不法投棄された場合、その土地の所有者や管理者の責任で不法投棄を適正に処理しなければ
なりません。不法投棄されないようフェンス・看板の設置や、定期的に足を運び除草する等の対策を講じてく
ださい。不法投棄防止等の看板設置については町にご相談ください。

◆不審な現場を見かけたら
　不法投棄を防止するためには、不法投棄を許さないという地域の目が重要です。行為者を特定できれば行為
者自身に撤去させることができる場合があります。不法投棄を発見したら、日時、場所、ごみの種類や量など
その時の状況や、車のナンバーなど行為者の特徴を詳細に記録し、松川町役場または飯田警察署に通報してく
ださい。

問　飯田警察署　生活安全課　☎22-0110

　　住民税務課　環境係　　　☎36-7046
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現
在
、
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
４
回
目
）
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
事
前
に
実
施
し

た
、
次
の
調
査
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〇
「
お
ま
か
せ
予
約
申
し
込
み
」

調
査
の
受
付
終
了
に
つ
い
て

　

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

「
お
ま
か
せ
予
約
申
し
込
み
」
調

査
は
６
月
６
日
（
月
）
を
も
っ
て

受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

お
ま
か
せ
予
約
を
希
望
す
る
・

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
60
歳
以
上

の
方
全
員
に
３
回
目
接
種
日
か
ら

５
ヶ
月
経
過
後
に
順
次
、
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。

　

お
ま
か
せ
予
約
希
望
者
に
は

「
接
種
予
約
決
定
通
知
」
を
接
種

券
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

〇
「
接
種
券
申
し
込
み
」
調
査
の

受
付
期
間
延
長
に
つ
い
て

　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
を
対

象
と
し
た
「
接
種
券
申
し
込
み
」

調
査
（
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な

ど
の
確
認
調
査
）
に
つ
い
て
、
受

付
締
め
切
り
を
６
月
10
日
（
金
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ま
へ

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
み
な
さ
ま
が
松
川
町
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
証
明

書
で
す
。

　

７
月
下
旬
に
特
定
記
録
郵
便
で

世
帯
主
宛
に
配
達
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は

令
和
５
年
７
月
31
日
で
す
。
（
年

齢
や
世
帯
構
成
に
よ
る
変
更
が
あ

ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
る
場
合
は

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
）

　

８
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
お
手
元

に
届
か
な
い
場
合
は
、
保
健
予
防

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

保
健
予
防
係

☎
36

−

7
0
3
4

保
険
証
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
は
身
分
証
明
書
と
な
り

ま
す
の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
保
管

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
載
内
容
を
勝
手
に
書
き
替
え

た
り
、
書
き
足
し
た
り
す
る
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
や
有
効
期

限
が
切
れ
た
も
の
は
使
え
ま
せ

ん
。

●
月
に
一
度
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
で
も
保
険
証
を
提
示
し
、
診

療
後
に
は
保
険
証
を
必
ず
返
し

て
も
ら
い
大
切
に
保
管
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
ひ
も
付
け
す
る
こ

と
で
、
医
療
機
関
等
へ
受
診
す
る

際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

保
健
予
防
係

　

☎
36

－

7
0
34


　
　
　
　

高
齢
者
係

☎
36

－

7
0
2
2

と
し
ま
し
た
が
、
調
査
後
に
接
種

対
象
者
と
な
る
方
が
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
７
月
29
日
（
金
）
ま
で

調
査
受
付
を
延
長
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
該
当
に
な
る
方

は
、
は
が
き
に
記
載
の
提
出
締
切

日
に
関
わ
ら
ず
、
は
が
き
を
ご
提

出
い
た
だ
く
か
、
保
健
予
防
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
３
回
目
接

種
日
か
ら
５
ヶ
月
経
過
後
に
順

次
、
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。

〇
接
種
予
約

　

接
種
券
が
お
手
元
に
届
き
次

第
、
予
約
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
接
種
券
が
届
く
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
予

約
方
法
な
ど
は
、
接
種
券
に
同
封

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
保
健
予
防
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

保
健
福
祉
課　

　
　
　
　

保
健
予
防
係

☎
36

−

7
0
3
4

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
４
回
目
）
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が

切
り
替
わ
り
ま
す

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ

　

75
歳
以
上
の
方
は
全
員
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

黄
色
の
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が

令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
８
月
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
今
年
度
は
10
月
の
制
度
改
正

に
伴
っ
て
、
２
回
、
保
険
証
が
届

き
ま
す
。
有
効
期
限
な
ど
は
次
の

通
り
で
す
。

●
７
月
25
日
前
後
に
届
く
保
険
証

　

（
緑
色
）

　

有
効
期
限
…
８
月
１
日

～
９
月
30
日

●
９
月
下
旬
に
届
く
保
険
証

　

（
桃
色
）

　

有
効
期
限
…
10
月
１
日

～
令
和
５
年
７
月
31
日

　
　
　

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
係

☎
36

－

7
0
2
2

　

新
し
い
保
険
証
は
町
の
封
筒
で

は
な
く
、
「
長
野
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
の
文
字
が
印
字

が
さ
れ
た
黄
色
の
封
筒
に
入
っ
て

届
き
ま
す
。

　

黄
色
の
封
筒
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
ず
中
身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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あなたの想いを生かします
　

子
宮
頸
が
ん
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
予
防
接
種

の
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

該
当
す
る
対
象
者
区
分
に
よ

り
、
送
付
物
が
異
な
り
ま
す
の
で

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
対
象
者
①
に
該
当
す
る
方

に
は
予
診
票
を
、
対
象
者
②
に
該

当
す
る
方
に
は
案
内
通
知
を
、
６

月
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
対

象
者
②
の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
保
健
予
防
係
へ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
後
、
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

〇
対
象
者

・
対
象
者
①
（
定
期
接
種
）

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
の

女
子
（
平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
小
学
６
年
生
（
平
成
22
年
度
生

ま
れ
）
の
お
子
さ
ん
に
は
令
和

５
年
度
に
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
。

・
対
象
者
②

　
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

※
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に

よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ

の
接
種
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
）
を
行
い
ま
す
。

〇
自
費
で
接
種
さ
れ
た
方
へ

　

次
の
①
～
③
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
は
、接
種
費
用
の
払
い

戻
し（
償
還
払
い
）を
行
い
ま
す
。

①
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
票
が
あ
る
こ
と

②
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

③
定
期
接
種
を
受
け
て
お
ら
ず
、

定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
か
ら
案
内
通
知
が
お
手
元
に

届
く
ま
で
の
間
に
、
予
防
接
種

を
自
費
で
受
け
た
方

※
支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

〇
そ
の
他

　

接
種
の
詳
細
は
、
通
知
文
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
保
健
予
防
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
関
す

る
詳
し
い
情
報
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　

保
健
福
祉
課　

　
　
　
　

保
健
予
防
係

☎
36

−

7
0
3
4

通行支障となる樹木伐採、枝払いのお願い
　道路へ樹木が張り出しているなど、通行に支障の恐れがある樹木がある土地所有者の方は、伐採・枝払いをお
願いします。
　住宅や果樹園、山林等から樹木の枝等が道路上に張り出しているなどの報告件数が近年増えています。生垣や
植木などの緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、道路まで伸びてしまった枝等は、歩行者や車両
通行上の支障となります。
　万が一、道路への倒木、枝の張り出しにより、事故が発生した場合、原因となる樹木の所有者が責任を問われ
る場合があります。私有地から生えた樹木の所有権は土地の所有者にあり、倒木などの緊急を要する場合を除
き、町で伐採・枝払いをすることができません。所有者の方は、ご協力をお願いします。

　　建設水道課　建設管理係　☎36−7028

このような場合には、
枝払いをお願いします。

道路部分

伐採部分

道路部分

伐採部分
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“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は

「
生
き
づ
ら
さ
」
が
あ
り
ま
す

　

貧
困
・
虐
待
・
孤
立
・
依
存
…
。

　

犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
あ
る

「
生
き
づ
ら
さ
」
は
様
々
で
す
。

　

例
え
ば
、
お
酒
へ
の
依
存
を

き
っ
か
け
に
犯
罪
に
至
っ
た
人

は
、
元
々
孤
立
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

小
さ
な
頃
に
受
け
た
虐
待
や
い

じ
め
の
経
験
は
、
自
分
自
身
を
大

切
に
思
い
、
他
者
へ
の
痛
み
に
共

感
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
と

き
に
困
難
に
し
、
そ
の
こ
と
が
犯

罪
に
至
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
に

思
い
を
寄
せ
、
立
ち
直
ろ
う
と
す

７
月
は
“
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
”
強
調
月
間
・
再
犯
防
止

啓
発
月
間
で
す

る
人
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
包
み

込
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
新
た
な

被
害
者
を
生
ま
な
い
、
新
た
な
加

害
者
も
生
ま
な
い
、
誰
も
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
い
、

立
ち
直
り
を
支
援
す
る

方
法
は
様
々
で
す

〇
理
解
を
深
め
見
守
る

　

自
ら
の
過
去
と
向
き
合
い
、
罪

を
償
っ
て
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い

る
人
た
ち
へ
の
ご
理
解
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
担
い
手

　

に
な
る

・
保
護
司

　

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
地
域
の

事
情
な
ど
を
よ
く
理
解
し
、
保
護

観
察
官
と
協
働
し
て
、
保
護
観
察

を
受
け
て
い
る
人
に
面
接
を
通
じ

た
助
言
や
指
導
を
行
い
、
受
刑
者

等
が
社
会
復
帰
す
る
環
境
へ
の
働

き
か
け
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
更
生
保
護
女
性
会

　

更
生
保
護
女
性
会
は
、
地
域
の

犯
罪
予
防
活
動
や
更
生
支
援
を
行

う
女
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

非
行
問
題
を
考
え
る
ミ
ニ
集
会
の

ほ
か
、
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
協
力
雇
用
主

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち

直
り
に
は
、
働
く
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。
協
力
雇
用
主
は
、
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
の
自
立
や
社
会

復
帰
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
彼
ら
を
雇
用
し
よ
う
と
す

る
事
業
主
で
す
。

　

７
月
頭
に
各
小
学
校
、
中
学
校

に
て
保
護
司
の
方
や
更
生
保
護
女

性
会
の
方
た
ち
が
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
も
街
頭

で
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
は
せ
ず
、
各
学
校
に
お
配
り
し

ま
し
た
。

　

明
る
い
地
域
社
会
を
目
指
し

て
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

☎
36

−

7
0
2
2

第72回「社会を明るくする運動」第72回「社会を明るくする運動」
更生保護女性会　平本　玲子

　「社会を明るくする運動」についてご存じの方はどの位いるでしょうか。
　貧困・虐待・いじめ等、一人で悩んでいる人が、周りからは見えない孤立によって犯罪や非行に走っ
てしまわないために、また、罪を犯してしまって立ち直ろうと決意した人に対して何ができるのか、
何をしたら良いのか考えながら、安心・安全な地域社会をつくるために、保護司会・更生保護女性会
では多様な活動をしています。
　「生きづらい」という世の中にしないためにも、「こんにちは。元気？」と世間話ができるような身
近な立場で接したり、地域でのイベントに参加したりと、何かしら関わりながらも周りの人たちに目
を向け見守り、支え合えるような支援活動ができたらよいと思います。
　楽しい近所から、明るい地域社会になるように、多くの方々にこの運動に関心を
持っていただけますように、お願いいたします。

　　　　保健福祉課　福祉係　☎36-7022
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人のつながりを大切にします

　

町
で
は
、燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
、資
源
循
環
型
社
会
の
取
り
組

み
の
一つ
と
し
て
、生
ご
み
を
集
め

て
堆
肥
化
す
る「
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク

ル
」事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
か
ら
で
き
た
「
は
ら

ぺ
こ
く
ん
」
の
堆
肥
を
使
っ
て
安

心
・
安
全
な
野
菜
や
果
物
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

★
使
用
量
の
目
安

・
は
く
さ
い　
　
　

1.5
㎏
／
㎡

・
大
根　
　
　
　
　

0.75
㎏
／
㎡

・
野
沢
菜　
　
　
　

１
㎏
／
㎡

・
玉
ね
ぎ　
　
　
　

1.5
㎏
／
㎡

・
に
ん
じ
ん　
　
　

0.75
㎏
／
㎡

※
土
壌
に
よ
っ
て
は
1/2
で
も
O
K 

で
す
。

★
施
肥
時
期
の
目
安

　

播
種
や
定
植
の
１
ヶ
月
ほ
ど
前

に
施
肥
す
る
こ
と
が
理
想
的
で

す
。
土
の
状
態
な
ど
に
も
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
２
週
間
前
で
も

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

役
場
住
民
税

務
課
環
境
係
窓

口
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

住
民
税
務
課　

環
境
係

　

☎
36

−

7
0
4
6

は
ら
ぺ
こ
く
ん
の
堆
肥
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

2022信州ねんりんピック
長野県シニア作品展　作品募集

◆出品者資格　長野県在住の60歳以上の

　　　　　　　アマチュア

◆部門　　　　日本画、洋画、彫刻、手工芸、

　　　　　　　書、写真

◆申込締切　　 ９ 月 ２ 日（金）

◆申込方法　所定の出品票に必要事項記入の上、保

健福祉課高齢者係（ ３ 番窓口）までご

提出ください。

＊募集案内（出品票）は保健福祉課高齢者係（ ３ 番

窓口）にてお渡ししています。

問　公益財団法人長野県長寿社会開発センター

　　☎026ー226ー3741

　　保健福祉課　高齢者係　☎36ー7022

◎長野県知事選挙が行われます
８ 月 ７ 日(日)　長野県知事選挙

◆投票時間： ７ ：00～19：00

◆投票場所：入場券に記載の場所

期日前投票

仕事や旅行、冠婚葬祭など都合により、当日投票に

行けない方は、「期日前投票」をご利用ください。

◆期間： ７ 月22日(金)～ ８ 月 ６ 日(土)

◆時間： ８ ：30～20：00

◆場所：役場 ２ 階会議室

※お手元に届く入場券の裏面に「宣誓書」が印刷さ

れています。期日前投票をご利用になる場合は、

あらかじめ記入し持参していただきますと、受付

がスムーズです。

　　松川町選挙管理委員会事務局　☎36ー7020

県営住宅統一募集

飯田下伊那地区における10月入居可能住戸に係る募
集を行います。

◆受付期間　 ８ 月17日（水）～26日（金）
　　　　　　※土日は受付しておりません
◆抽選　　　 ８ 月31日（水）10時～
◆受付場所　長野県住宅供給公社飯田管理センター　
　　　　　　飯田市追手町 ２ -641-47
　　　　　　（県南信消費生活センター １ 階）
　　　　　　☎48ー0460
◆募集内容　 ８ 月上旬に県ウェブサイト、
　　　　　　公社モバイルサイト等にて公表予定

問　長野県住宅供給公社飯田管理センター
　　☎48ー0460

停電情報や電気に関するお問い合わせ、
これからは「スマホ」で、「アプリ」で。

ダウンロード無料！

お問い合わせ先：0120-985-232
受付時間：月～金曜／ 9 :00～17:00
(土曜、日曜、祝日、年末年始は
お休みさせていただきます。)

iOS Android

＊ご利用可能なバージョンは
AndroidTM 6.0以上

となります。

＊ご利用可能なバージョンは
iOS10以上となります。

1袋10㎏入400円
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遊
休
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
町
内
全
域
の
農
地
の
利
用

状
況
調
査
を
今
年
も
実
施
し
ま

す
。

　

７
月
下
旬
か
ら
９
月
末
に
か

け
、
地
区
担
当
の
農
業
委
員
や
担

当
職
員
が
農
地
を
見
回
り
、
耕
作

の
状
況
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
期
間

中
、
農
業
委
員
は
緑
の
帽
子
と
腕

章
を
身
に
付
け
ま
す
。
各
農
地
へ

立
ち
入
る
こ
と
や
お
話
を
伺
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
の
遊
休
化
が
進
む
と
病
害

虫
の
温
床
と
な
り
、
近
隣
農
業
者

や
周
辺
住

民
に
迷
惑

と
な
る
可

能
性
が
あ

り
ま
す
の

で
、
適
正

な
管
理
を

お
願
い
し

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年

金
の
加
入
促
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。

農
業
者
年
金
と
は

　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
収
益
に
よ
っ
て
年
金
額

が
決
ま
る
、
積
立
方
式
の
確
定
拠

出
型
年
金
で
す
。
以
下
の
表
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
誰
で
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
以
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

　

２
万
円
の
負
担
が
困
難
な
場
合

は
、
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
る
政

策
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

（
※
加
入
要
件
あ
り
）

　

国
庫
補
助
を
受
け
な
い
通
常
加

入
の
場
合
は
、
経
済
状
況
や
老
後

の
設
計
な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
を

千
円
単
位
で
自
由
に
設
定
で
き
、

い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
者
年
金
の

仕
組
み
と
特
徴

ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
の

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

無
煙
炭
化
器
を

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
事
務
局

（
産
業
観
光
課
内
）

☎
36

－

7
0
2
7

　

保
険
料
の
納
付
期
間
は
60
歳
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
加
入
の

方
は
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
間
で

受
給
開
始
時
期
を
選
択
で
き
ま

す
。
政
策
支
援
加
入
の
方
は
、
要

件
を
満
た
せ
ば
受
給
開
始
年
齢
に

上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
民
年
金
と
同
様
に
60

歳
～
64
歳
の
間
で
繰
上
げ
受
給
を

選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
細
や
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
家
で
は
な
い
方
々
に
農
業
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
１
区
画
1
0
0
㎡
の
町
民
農

園
「
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
」
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
南
方
の
農
園
に
１
区
画

の
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
お
申
込
み
は
先
着
順

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
無
煙
炭
化

器
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
煙
炭
化
器
と
は
、
竹
林
整
備

や
剪
定
作
業
等
で
出
た
竹
や
枝
を

燃
焼
し
、
誰
で
も
手
軽
に
炭
が
つ

く
れ
る
も
の
で
す
。

仕
様
：
家
庭
用
（
直
径
×
高
）

565


×
2
1
0
㎜

料
金
：
１
日
～
３
日
間
ま
で

　

5
0
0
円

※
３
日
以
上
の
貸
出
の
場
合
、
金

額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
農

業
委
員
会
事
務
局
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

加入要件

・20歳以上60歳未満
　※65歳未満で国民年金へ任意加入している方も加入可能
・年間60日以上農業に従事
・国民年金第 １ 号被保険者（保険料納付免除者を除く）

保 険 料 2 万円～ 6 万 7 千円
※35歳未満で要件に該当する場合は １ 万円～ ６ 万 ７ 千円

国庫補助 35歳未満 → 最大 １ 万円
35歳以上 → 最大 ６ 千円

無煙炭化器
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住みよいまちをつくります

ゆうきの里を育てよう
遊休農地対策から始まった一人一坪農園。 環境保全型農業を推進しています。 今年度は対象や活動を広げて
土づくりをはじめとした有機産地づくりを進めています。 　　　　　　　　 ＊令和４年度有機農業産地づくり推進緊急対策事業＊

松川町交通安全協会をご存じですか？

　　総務課　危機管理係（交通安全協会事務局）☎36-7021

　　産業観光課　農業振興係（農村観光交流センターみらい）　☎34-7066

有機栽培研修会を開催しています　　　　

今年も有機野菜の提供が始まりました

自然農法国際研究開発センターから講師を迎えて、年10回、実証圃場
（お米、ジャガイモ、玉ねぎ、人参、長ネギなど）での栽培研修会を
行っています。化学肥料を使わずに、草を栽培して土にすき込んで肥
料にしたり、虫や生き物を味方につけて害虫から守ったりと、環境に
も優しい栽培方法を実践的に学んでいます。家庭菜園でも取り入れら
れます。ご興味のある方は、ぜひご参加ください。
次回の開催予定日：8月5日（金）
＊参加希望の方は、交流センターみらいまでお電話ください。

ゆうき給食とどけ隊が栽培した野菜、さやえ
んどう・キャベツ（6月）、玉ねぎ・ジャガ
イモ（7月～）が、学校給食で提供されはじ
めました。今後は人参・お米・長ネギなども
提供予定です。
また、学校以外でも、下伊那赤十字病院や松
川荘でも、有機野菜が提供されています。

　松川町交通安全協会では、皆様からの会費、町からの補助金、
委託料を活動の原資として、交通安全活動を実施し、町民の皆様
の交通安全に努めています。

～主な活動内容～
①交通安全街頭指導（年４回の全国交通安全運動に合わせ実施）
②カーブミラー清掃や白線の引き直し等の活動
③非常時の交通誘導（火災時等の交通整理）
④桃太郎旗やのぼり旗など交通安全対策の実施
⑤小学校での交通安全教室への協力
⑥各種イベントでの交通誘導の協力
　（町駅伝大会・長野県縦断駅伝・地区内でのお祭りなどへの協力）

⑦カーブミラーの新設・撤去・補修

松川町交通安全協会の主な収入と支出
令和 3 年度松川町交通安全協会収支決算書(抜粋)

主な収入　会費	 2,174,700円　
　　　　　町補助金・委託料	 1,300,000円　
収入総額	 4,495,550円　
主な支出　支会補助金	 1,304,820円　
　　　　　支会・女性部活動費他	 1,276,462円　
支出総額	 3,551,832円　
差引	 943,718円　

(次年度へ繰越されます)　

人波作戦

カーブミラー清掃



み
ん
な
の
学
校

み
ん
な
の
学
校

楽
し
い
な
♪ 

今
日
も
元
気
に 

い
っ
て
き
ま
す
！

楽
し
い
な
♪ 

今
日
も
元
気
に 

い
っ
て
き
ま
す
！

広報まつかわ

14

松
川
北
小
学
校

　

松
川
北
小
学
校
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、特
別
支
援
学
級
は
２
学
級
で
す
。今

年
度
も
特
別
支
援
学
級
の
前
に
あ
る
畑

で
作
物
を
作
る
こ
と
に
な
り
、一
人
一つ
育

て
た
い
作
物
と
み
ん
な
で
育
て
て
い
く

作
物
を
決
め
て
植
え
ま
し
た
。植
え
た

作
物
は
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、サ
ツ
マ
イ
モ
、枝

豆
、ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
、ピ
ー
マ
ン
、ナ

ス
、ス
イ
カ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
す
。

　

全
員
で
畑
を
で
き
る
時
間
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
学
級
に
来
た
際
に

水
や
り
な
ど
の
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
広
報
ま
つ
か
わ
」が
読
ま
れ
て

い
る
頃
に
は
、様
々
な
作
物
が
す
で
に

収
穫
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松
川
中
央
小
学
校

　

自
分
の
家
か
ら
様
々
な「
ご
み
」が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
、近
所
の
収
集
所
で
ご

み
収
集
車
が
回
収
し
て
い
る
こ
と
を
社

会
の
授
業
で
学
ん
だ
４
年
生
。あ
の
ト

ラ
ッ
ク
は
一
体
ど
こ
へ
行
き
、ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
る
の
か
、自
分
の
目
で
確
か
め

よ
う
と
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
見

学
に
行
き
ま
し
た
。

　

建
物
が
き
れ
い
な
こ
と
や
集
め
ら
れ

た
ご
み
の
量
や
種
類
に
び
っ
く
り
し
て

い
る
と
、そ
れ
を
大
き
な
ク
レ
ー
ン
で
持

ち
上
げ
、か
き
混
ぜ
て
い
る
様
子
に
大
興

奮
。ま
た
、燃
や
す
と
き
に
出
る
熱
を
利

用
し
て
作
っ
た
電
気
が
中
央
小
で
も
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

実
感
す
る
見
学
に
も
な
り
ま
し
た
。夏

場
の
臭
い
が
大
変
な
こ
と
や
分
別
が
き

ち
ん
と
で
き
て
い
な
い
と
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
な
ど
、

自
分
た
ち
の
暮

ら
し
が
誰
か
に

支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ

た
子
ど
も
た
ち

で
す
。

松
川
中
学
校

　

中
体
連
の
夏
季
大
会
が
、今
年
度
は

感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
有
観
客
で
６

月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
壮

行
会
で
は,

有
志
の
応
援
団
を
結
成
し
、

会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
下
伊
那
地
区

同
士
の
予
選
か
ら
と
い
う
競
技
も
あ
り

ま
し
た
が
、初
戦
か
ら
諏
訪
や
上
伊
那

の
中
学
校
と
対
戦
す
る
競
技
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
中
、選
手
の
皆
さ
ん
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

勝
利
に
向
か
っ
て
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、サ
ッ
カ
ー
と
男
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
１
位
、男
子
剣
道
と
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
４
位
、陸
上
の
女
子
リ

レ
ー
が
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、個
人
種
目
で
も
剣
道
、女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、陸
上
、水
泳
、バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、柔
道
が
南
信
大
会
で
好
成
績
を
収

め
、県
大
会
出
場
を
決

め
た
選
手
が
い
ま
す
。

こ
れ
も
保
護
者
の
皆

様
、地
域
の
皆
様
の
お

支
え
の
お
か
げ
で
す
。

今
後
と
も
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
川
高
等
学
校

　

６
月
２
日
、３
日
は
、第
１
回
春
季
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
で
は
、今
回
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

の
目
的
を「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ク
ラ

ス
の
融
和
と
親
睦
・
団
結
を
深
め
る
と

と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
夢
と
希
望
を

持
ち
、決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
中
で
互
い

に
公
正
・
協
力
・
責
任
な
ど
の
態
度
を
養

う
」と
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
の
徹
底
な
ど
、多
く
の

制
約
の
中
、競
技
種
目
を
慎
重
に
選
定

し
、投
票
で
決
め
、そ
の
結
果
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー・サ
ッ
カ
ー・バ
ド
ミ
ン
ト
ン・卓
球
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ク
ラ
ス

の
融
和
と
親
睦
・
団
結
を
深
め
た
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
は
、高
体
連
県
大
会
を
見

事
勝
ち
抜
き
、北
信
越
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
た
、陸
上
部
田
中
隆
斗
君

の
壮
行
会
を
行

い
ま
し
た
。
全

校
生
徒
と
と
も

に
田
中
君
の
健

闘
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

☆
あ
お
ぞ
ら
・
お
ひ
さ
ま
学
級
（
特
別
支

援
学
級
）の
今
年
の
畑
を
紹
介
し
ま
す
☆

ご
み
の
ゆ
く
え

中
体
連
夏
季
大
会
!!
松
中 

大
健
闘
!!

第
１
回
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
！



に
こ
に
こ
　
の
び
の
び

に
こ
に
こ
　
の
び
の
び

水
曜
日  

休
館
　
月
・
金
曜
日  

10
時
〜
21
時
（
祝
日
は
18
時
）

火
・
木
・
土
・
日
曜
日  

10
時
〜
18
時
（
第
３
日
曜
は
17
時
）

お
い
で
よ
図
書
館

お
い
で
よ
図
書
館
水
曜
日  

休
館
　
月
・
金
曜
日  

10
時
〜
21
時
（
祝
日
は
18
時
）

火
・
木
・
土
・
日
曜
日  

10
時
〜
18
時
（
第
３
日
曜
は
17
時
）

あなたの想いを生かします
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８
月
の
本

8
月
の
図
書
館
予
定

暑
い
日
中
は
図
書
館
で
一
休
み
を

今月は

大島保育園！

　

大
島
保
育
園
に
は
年
に
４

回
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で

絵
本
の
世
界
を
じ
っ
く
り
楽

し
む
お
は
な
し
会
。
こ
の
時

ば
か
り
は
園
全
体
が
シ
ー
ン

と
し
て
お
話
の
あ
っ
た
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

・
開
館
う
っ
か
り
30
周
年
記
念
行
事

　

『
あ
い
ぞ
め
図
書
袋
』

　
　

２
日
（
火
）
9
時
30
分
～

※
要
申
込　

先
着
15
名（
町
内
在
住
者
）

・
ノ
ン
タ
ン
の
会

　
　

23
日
（
火
）
10
時
30
分
～

・
お
た
の
し
み
会

　
　

27
日
（
土
）
10
時
30
分
～

　
　

語
り『
昔
ば
な
し
の
お
は
な
し
会
』

　

昔
ば
な
し
を
語
り
で
楽
し
も
う
。

・
よ
み
ま
い
カ
ー　

6
日・20
日（
土
）

★
最
新
の
情
報
は
、図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　

松
川
町
図
書
館

　

☎
36

−

3
7
4
6

　

図
書
館
は
県
の
『
信
州
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
』
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
登
録

さ
れ
て
い
る
施
設
等
は
節
電
・
省
エ
ネ

の
一
環
と
し
て
、
電
力
量
が
ピ
ー
ク
の

時
間
帯
に
、
快
適
に
す
ご
し
て
い
た
だ

け
る
場
所
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
涼
み
に
来
て
、
つ
い
で
に

本
棚
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

も
し
か
し
て
、
あ
な
た
の
足
元
に
も
…

『恐竜まみれ
発掘現場は今日も命がけ』

小林　快次　著
新潮社

『日本のアンモナイト』
大八木　和久　著

築地書館

『きょうりゅうレディ　さいしょの女性
古生物学者メアリー・アニング』

リンダ・スキアース　作
マルタ・アルバレス・ミゲンス　絵

まえざわ　あきえ　訳
出版ワークス

大きな絵本も登場！
ロウソクを消して、
おはなし会はおしまい。

おはなしのロウソクをつけるよ～

小さなつぼみさん。
段ボールの車に乗って
絵本を楽しみます。

今日はどんなお話かな？



日頃、町の防災や災害対応など、松川町の暮らしの安全を守るために活動している松川町消防団。その日々の訓練の成果を発揮する『松川町消防
団ポンプ操法大会』が開催されました。新型コロナウイルス感染症の影響により2年間連続で中止となり、3年ぶりとなったこの大会。蒸し暑い中、感
染症対策を徹底しながら、各分団、それぞれ練習の成果を発揮しました。

郷土料理の五平餅。お店のものはよく食べるけれど、自分たちでは作ったことない。それじゃあみんなで作ってみよう！と、冒険クラブでは五平餅作り
に挑戦しました。竹を切って竹串をつくって、ごはんをつぶして丸めて焼いて、はじめてつくった五平餅。頑張った分、とってもおいしくできました。

6月の森のこどもえんは、朝からしとしと雨の日でした。普段はあんまり着ないカッパを来て、雨の森をてくてく冒険。水たまりで遊んだり、きのこを見
つけたり。雨の日にしか見えない森の姿をたくさん見ました。森を抜けるとあっちこっちに赤い木苺。はじめて食べる木苺は、あまくてすっぱくて、ずっ
とずっと思い出に残る味がしました。

松川町は令和4年4月8日に、交通死亡事故ゼロ
500日を達成し、長野県交通安全運動推進本部顕
彰伝達式にて表彰されました。町では交通安全協
会が中心となり、積極的に交通安全運動に取り組
んでいます。交通死亡事故ゼロは、6月末現在も更
新中です。

在コスタリカ日本国、小松親次郎大使がヌニェス＝コスタリカ・オリンピック委員会前委員長、サモラ＝同会長、ロハス平和大学長からの３通の書簡を
届けていただくことを目的に町を訪れ、手交式を開催しました。手交式では、町民を代表して、宮下町長、黒澤議長他の皆さんが書簡を受け取りまし
た。サモラ会長の書簡には、「大会期間中にいただいた貴町の心の籠った「おもてなし」は非常に印象深くコスタリカ選手団全員が忘れることのでき
ない貴重な経験の機会を与えていただき、良き影響を受けたものと確信
しています。」「両国間の友好関係の強化に向けた活動が平和でより良
い世界を作ることへの貢献につながっていくことを信じてやみません。心
から敬意をこめて」（和訳）と記してありました。小松大使からは、「遠い
コスタリカの地は、日本とは違うところもあるが、響きあうところも大いに
ある。その中で松川町との交流を持てたことは何かの縁であり、皆様の
取り組みに心を動かされるものがあったと実感した。」　とコメントをい
ただきました。手交式の後は、ホストタウンの取り組みを振り返りビデオ
を鑑賞、大使との意見交換を行いました。町では、ホストタウン事業を通
じて得た経験や交流の輪を生かしていけるように取り組んでいきます。

6/5■３年ぶりに開催されました 松川町消防団

6/12■五平餅って、どうやって作るの？ 　あそびの楽校まつかわ

6/15■あまずっぱい木苺をつみに 　あそびの楽校まつかわ

5/23■交通死亡事故ゼロ
　500 日達成が表彰されました 　松川町

6/29■コスタリカ・オリンピック委員会等から感謝の書簡をいただきました 松川町

タウンダイアリー

１部　ポンプ車操法の部
順　位 チ－ム名
優　勝 １号車A（1）分団
準優勝 １号車B（1）分団
第３位 ２号車（2）分団
第４位 ３号車（1）分団
第５位 本部車（2）分団

２部　小型ポンプ操法の部
順　位 チ－ム名
優　勝 下垣外号車（2）分団
準優勝 生田・古町方面隊（2）分団
第３位 上片桐方面隊（1）分団
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8月から保険証が新しくなります！8月から保険証が新しくなります！
新しい保険証は７月下旬に送付します。届いたら住所・氏名などを確認しましょう。8月からは
医療機関に新しい保険証を見せてください。

8月～9月末までの保険証 ＊7 月末に送付（緑色） 10月からの保険証 ＊9 月末に送付（桃色）

新しい保険証が8月になってもお手元に届かない場合は、
係までご連絡ください。

▲保健福祉課 高齢者係 ☎36-7022

▲保健福祉課 保健予防係 ☎36-7034

75歳以上の方

国民健康保険に加入の方
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広報まつかわは再生紙を使用しています。排出する際は、古雑誌でお願いします。

 神 田 琴 美 ちゃん
24日生まれ　1歳

いつもニコニコこっちゃん！
大きくな～れ！

ことみ

 大 澤 楓 音 ちゃん
22日生まれ　1歳

おおきくなぁれ*¥(^o^)/*

かざ ね

 北 原 唯 采 ちゃん
24日生まれ　2歳

歌、お絵描き大好き！
好きなことを見つけて沢山遊ぼうね！

い 　と

 北 原 隆 弘 くん
17日生まれ　1歳

お姉ちゃん達大好き☆
いっぱい食べて大きくなってねぇ☆

たかひろ

来月9月号では、令和元・２・3年8月生まれのお子さんを掲載します。ご希望の方は、写真にお子さんのお名前（ふりがな）・生年
月日・保護者の方のお名前・住所・電話番号・コメント（30字内）を添えて、役場までお持ちください。メールでも受付可

（seisaku@town.matsukawa.lg.jp）。メールの件名に「みんなの笑顔申込み」と入れてください。右のQRコードから電子申請で申し込
むこともできます。詳細は、お問合せください。　 締め切りは7月31日(日)です。 まちづくり政策課 電話：36－7014

大集合！！大集合！！
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